第１学年　　道徳指導案

１　主題名　「公徳を大切にする心」【４－（２）公徳心、社会連帯の精神】

２　資料名　「稲村さんの苦悩」：出典「中学生の道徳　道しるべ　３年（正進社）」
３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値観
世の中には、自分と違った様々な考え方をもった人がいる。そのように多様な考え方をもった人々と時間や場所を共有する中で、自分だけがよければいいという自分勝手な行動をしていては、互いに気持ちよく社会生活を過ごしていくことは困難になってしまう。特に、公共の場では、周囲の人のことを考えた行動が欠かせない。一人一人が、自分がその主体者として、自分の属する社会・集団をよりよくしたいと願い、誰もがみんなの役に立ちたいと願っていることを期待し合って、自分のとるべき行動をよく考えて行動できるようにしたい。一人一人が、それぞれの位置や役目の義務を果たし、人に迷惑をかけないように規則やルールを守って行動することが大切であるが、そのことだけに終始するのではなく、積極的にみんなのことを考えて行動する気持ち、つまり「公徳心」も必要不可欠である。人々が互いに気持ちよく生活するためには、きまりを守り、自分の義務を果たすだけでなく、相手に気持ちよく過ごしてもらおうとする社会・集団の一員としてのマナー・尽力・思いやりが大切であることに気付かせ、公徳心について深く考えさせたい。
（２）生徒の実態
生徒たちは、校則などいろいろなきまりに囲まれながら毎日の学校生活を送っている。また、中学生になって活動範囲も広がり、電車やバス、公共の施設などを利用する場面も多くなってきている。生徒たちにとって、公共の場での規則やマナーを守ることは重要であり、人に言われる前に自分で考え、責任をもって行動することが求められる。本学校の生徒は、恵まれた人間関係・教育環境に育っているケースが多く、きまりを守ることに対し、否定的な考え方をする者は少ないが、公共の場においては、きまりを守るだけでなく、自分の立場を踏まえ、周囲の人のことを考えて行動することが大切である。一人一人に、ルールやきまりとして定められていなくとも、周りの人に気持ちよく過ごしてもらおうと，積極的によりよい社会・集団づくりを担おうとする心を養ってもらいたいと考える。
（３）資料とその活用について

「稲村さんの苦悩」は、地域の施設において、施設利用者が後始末をせず、それにへき易した清掃担当者が清掃を拒否し、施設を管理する職員である稲村さんが苦悩する話である。地域の施設は様々な人たちが利用するが、中には、元通りに掃除していかない利用者もいる。清掃担当者は掃除をするのが仕事であるが、だからといって利用者が汚したままで、後始末をする規則を守らないでいいというわけではない。利用者や清掃担当者は、それぞれ自分たちの都合ばかりを主張して、各々の義務を果たしておらず、また相手や利用者みんなへの配慮も欠けている。公共の場では、それぞれの義務を忘れてはならず、みんなが気持ちよく生活を送るためには、どのような配慮が必要かを考えなければならない。本資料を通して、自分の立場における役割を果たすことの重要性に気付かせ、その上で、みんなにより気持ちよく過ごしてもらおうとする配慮の心が，集団・社会の一員としての自覚とともに大切であることに気付かせたい。そのために、中心発問で生徒から出た多様な発言を板書で内容別に整理し、価値観の相違を比較・理解し合うことで、級友の見方・感じ方から学び合いを深め、自己の生き方について自覚させていくことに力を入れたい。
（４）本時と他教科・他領域との関連
①教科　（国語）「江戸からのメッセージ」　（社会）「中世の日本」「近世の日本」

②特別活動　「社会の一員として」「学級とわたしたちの成長」

「生徒会ボランティアⅠ・Ⅱ・Ⅲ」「学年ボランティアⅠ・Ⅱ」「部活動ボランティア」

「校区美化活動」「学校祭」「３年生を送る会」「卒業式」

「講演会：命の重みと人の優しさ(被災体験をもとに)」

③総合的な学習の時間　「福祉について学ぼう」「学校祭を成功させよう」

「働くということについて考えよう」

④道徳　「みんなのことを考えるとは」資料：「バスと赤ちゃん」

「他者へ配慮する心」資料：「キャッチボール」

「力を合わせよりよい社会の実現に努めようとする心」資料：「富士山をよごすのはだれか」
「公共の場における他者への配慮と公徳を尊ぶ心」資料：「島耕作　ある朝の出来事」

「よりよい社会を目指し行動する心」資料：「人に迷惑をかけなければよいのか」

「公徳を大切にする心」資料：「稲村さんの苦悩」（本時）
４　本時のねらい
自分たちの都合ばかりを主張して義務を果たさない状況を乗り越える考え方を話し合うことを通して、全ての人々がお互いに気持ちよく生活するために、ルールやきまりになっていなくても、互いに相手のことを考え合い、配慮しようとする心情を育む。
５　指導過程
	段階
	学習活動・発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	方価
向値
付へ
けの
	１　公共の場での人々の幸せそうな顔を見て理由を考える。(5分)
・ルールやマナーを守っているから

・挨拶や心遣いなど、みんなが進んでしているから
	・公共の場でのルールやマナー、心遣いを話し価値へ方向付ける。

	価
値
の
追
求
把
握
	２　資料を語り（10分）、話し合う。
①
ア施設利用者：みんなの施設をきれいに使おうとする気持ち(みんなのために→以下「ミ」)
：きまりを守ろうとする気持ち(きまり→以下「キ」)
：汚してみんなに迷惑を掛けたくない気持ち(ミ)
イ清掃担当者：みんなが気持ちよく使えるように掃除する気持ち(ミ)
：仕事を責任もってきまりどおりする気持ち(キ)
ウ稲村さん　：利用者、清掃担当者の両方に、みんなが使う場所とし

て、きれいにしてほしいときちんと伝える気持ち(ミ)
　①'
ミ：施設はみんなが共同で使うもの。施設を使うほかの人のこと

も考えて使おうとする気持ちが大事だと思う。

　　キ：施設にあるきまりを守ることが、施設を大事に使うことにつ

　　　　ながり、ひいては周りの人の気持ちを大事にすることにつな

　　　　がると思う。

　キ：清掃担当者には、自分の仕事を責任をもってやろうとする持

　　　ちを持ってほしい。

ミ：みんなで使う場所をきれいに保つために、みんながみんなのことを考えるとよいと思う。お互いにきれいに使おうとする気持ちをもって行動に移せば、施設はきれいになると思う。

①”級友の意見を聞き、感じたことを発表しましょう。（5分）
・「公共の場をきれいにできるのは、きまりではなくお互いの心」という意見に納得。一人一人が心の中で、みんなのためにきれいにしたいという思いを持つことが大切だと思った。
	・①では、利用者と清掃担当者の両方が義務を放棄していることに気付かせ、ルールやきまりになっていなくても相手へ配慮する気持ちが大切だということを感じ取らせたい。
・①では、ゲストティーチャーにも意見を求めるが、その内容は板書しない。生徒の思考を深める手段として活用する。

・①'では、自分の主張を通すだけではなく、相手に配慮しようとする公徳心について考えさせ、周囲のことを考えて行動しようとする大切さや尊さに気付かせたい。

・①”では、みんなが気持ちよい生活をするには、周囲のことを考え、公徳を尊ぶ心が大切だと感得させたい。

	自
己
の
生
き
方

の

自

覚
	３　話し合ってきたことをもとにこれまでの生活を振り返る。（５分）

　・世の中にはいろんな公共の場があり、みんなが気持ちよく過ごすためには、お互いの心掛けが大切であると思った。もちろん、きまりがあり、それを守ることでみんなが安心して暮らせることになる。しかしそれ以上に、みんなのことを考えた行動や配慮する心をもつことで，より住みやすい社会が作られると感じた。
	・３では、話合いで見つけたことをもとにして、公徳心の実現のされ方を改めて見つめ直させる。まずは、授業者が見つけた事例について語り、それを例として考えさせる。

	終末
	４　「心のノート」をもとに、教師の話でまとめる。（5分）

	・話合いで見つけてきたことを「心のノート」で見つけさせ、自信をもたせる。


６　評価

社会全体の人々のことを考え、ルールやきまりになっていなくても、互いに相手のことを考え、配慮しようとする気持ちを高めることができる。
この問題を解決するために、どんな気持ち・考えが必要だと


思いますか。それぞれの登場者に言ってあげましょう。(10分) 





ア～ウの中に見られる気持ち・考えには、ミやキに大きく


まとめられます。自分の考えに一番近いのはどれですか？


そう考えた理由や質問も発表しましょう。(10分)





みんなが見つけた「みんなが、みんなのために」を大切にして、それが実現されていることを話し合いましょう。








「心のノート」p96～99「自分だけがよければいい…そんな人が多くなったと思いませんか？」を読み考えたことをまとめましょう。











